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世界に誇る「くまもとの水」啓発応援事業



団体紹介

2016年の未曽有の災害、熊本地震を体験し、何か熊本の復興
にお役に立てないかと、有志が集まり、提言や新しい熊本づくり
のヒントになることを考えていこうと模索して活動を開始しました。
まず成果として、2017年に「熊本創生のみちしるべ」という本を
発行しました。

〇現在の活動内容は？

NPOの活動としては、東海大学の協力を得て「熊本地震の教
訓」と題し1年間毎月講座を開催。2019年には、熊本市のわく
わく基金の助成を受け、外国人をお呼びし「おもてなし講座」を
開催。またくまもとがもっと元気になってもらうため「くまもと元気
かい」という講座を月1回ペース（現状はコロナ禍でトビトビで開
催）で経済面から小さい会社経営者等を対象に講師を呼んで
行っている。また日本広報学会や日本観光学会と共同での取
り組みも行っている。



（１）実施内容



（１）実施内容

コロナによる社会状況の変化により講座開催（事業１）が難しく
なり開催を１回に変更した。

事業２の手引き書の内容を充実させ、500部から1000部に増
刷した。

事業1





パネラー

〇和田 薫 氏
熊本市の中心部で100年以上続く酒屋さん、「中山清酒店」の店主。現
在水道町で食事とお酒を楽しめるお店を経営。お酒や料理のウンチクも
豊富。

〇北原 秀敏 氏
水前寺参道商店会 会長。古くから水前寺参道を見つめてきた方。さま
ざまな水前寺のイベントや祭りにかかわってこられた。

〇野田 恭子 氏
27年間アメリカで暮らし、帰熊後若い熊本の人々がグローバルな視点を
持ち、活躍できるような活動に力を入れている。略歴はレジメ参照。

大村 祐二（ NPO法人 くまもと新創生プロジェクト代表）
38年間熊本の歴史文化の紹介の取り組みを行う。平成20年「くまもと
の水検定テキスト」の編集、検定の立ち上げに携わる。

コーディネーター





熊本市民のための「水」入門書 くまもとの水の秘密

•小冊子作成 1000部
•第1章 「水」の秘密

•第2章 地下水の秘密

•第3章 熊本の水道水の秘密

•第4章 わき水の秘密

•第5章 水で出来る美味しいものの秘密

•特別寄稿 水の城下町・新町

•関係者及び希望者に配布







（２）助成金の活用

•参加費は無料としたため、寄付金と助成金でまか
なった。

•助成金のおかげで、3人の講師料と告知チラシや小
冊子印刷費を賄う事ができた。

•小冊子は、1000部印刷し、様々な他の小講座や水
のイベントで活用してもらうようにできた。



（３）成果、市民の声（参加者やサポートを受けた方）

•講座出席者は、多角的な視点から水のことを学べた
と話された。また出席者からさまざまな意見をいただ
けた。

•熊本市水道局の方々や水前寺活性化を取り組んで
いる専門家からの貴重な意見も出て、活発な意見交
換ができた。

•冊子に関しては水のことがわかり易く理解でき、子供
たちにも配布したい。これを利用して水のことを地元
でも講座開催したいと言って頂いた。



（４）今後の事業展開

令和3年度熊本の水講座開催と小冊子作成

令和4年には、アジア太平洋水サミットが熊本市で開催。また都市緑化
フェアも開催される。
日本から世界から注目される熊本市。私たち熊本市民が胸を張って誇る
ものは何か？誰でもが思う熊本城は市民の誇る財産であることは勿論だ
が、それ以上に「くまもとの水」も市民の誇るべき財産であることを理解して
もらう。知らずして誇る事も伝えることもできない。
この「くまもとの水」啓発応援事業を通して、熊本市民が自分たちの持つ水
のある熊本市を詳しく知り、伝えることで、誇りをもって自分たちが持つ素
晴らしい財産を守り、慈しむココロを持てば、住みやすく暮らしやすい熊本
市になっていくと信じています。


